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【今庄宿ＰＪ】第２回全体会・景観部会とりまとめ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

キーワード・大切にしたい想い 
 

来年度に向けて、自分たちが楽しみながら、今年度中に取り組んでみたいこと、その具体的な内容 
 

■今庄宿“らしさ”とは？ 

○宿場町 

○町並み＝袖卯建のある民家 

 

ディテール（色・形） 

 

■宿場町での賑い   コミュニティ 
 

■大切にしたいもの 

①視覚感・しつらえ 

②空気感 

③歴史観（感） 

④体感 

⑤季節感 

各部会との連携が重要！ 
 

今庄宿プロジェクトで絶対に実践したい取り組み、その具体的な内容 
 

③モデルハウスプロジェクト 

○モデルハウス 

○ゲストハウス  空き家利用 

○体験施設 等 

④空き家情報バンクプロジェクト 

○空き家の増加 ⇒ まずは住んでもらう 

（町外から人を呼ぶ） 

○今庄独自：空き家＋αの情報発信 

（今庄の魅力、暮らし方の提案等） 

若者の感性を

取り入れる 

②伝統的民家指定プロジェクト 

○今庄宿全体で 40 数件 

→伝統的民家の指定は 20 数件 

○構造調査（袖卯建、梁 等） 

○県の補助事業を活用するための

システムの構築 

⑥国鉄のまち今庄プロジェクト 

○駅前の利活用 

○昔の町並みの模型づくり 

○撮り鉄のポイントづくり 

⑥駅舎（常夜燈）の上の万国旗を 

取り外す 

⑨今庄らしい夏休み・お盆のす

ごし方プロジェクト 

○ひなびた
．．．．

感を活かす 

⑤まずは、おばあちゃんと話をする

ことから始める 

○新たな発見 

○活用に向けた意識づくり 

⑦四季創出プロジェクト 

○山の上からの眺望がすばらしい 

○季節ごとにまちを飾る 

⑦子供と大人が一緒に取り組む 

【夏】竹を利用してまちの中に水を流す、 

通りに金魚鉢を並べる 

【秋】枝・落ち葉を利用した工作 など 

⑧街道演出プロジェクト 

○石灯篭で道標を立てる 

⑧通りにベンチを置く 

○木製で手作り 

⑦・⑧空き地を活用する 

○花を植える、畑に戻す 

 

⑨今庄の風俗・しきたりを見つめ

直す 

⑧エアコンの室外機を目隠しする 

可能性を探る 
制度活用 

①今庄宿“らしさ”定義プロジェクト 

（建物・町並み、しつらえ、サイン等） 

☆守るべきもの 

調和を大切にする 

☆新しく作るもの 

 

 

◆ルール・ガイドラインづくり 

◆公共施設のデザインのあり方 

⑤つるや活用プロジェクト 

○歴史・構造の調査 

○活用方法の検討 

※番号は、プロジェクト番号に連動 

連携 

資料２ 
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【今庄宿ＰＪ】第２回全体会・店舗部会とりまとめ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全体意見 
 

来年度に向けて、自分たちが楽しみながら、今年度中に取り組んでみたいこと、その具体的な内容 
 

≪理念≫ 
○今あるものを活かす 

○ありのままを活かす 

今庄宿プロジェクトで絶対に実践したい取り組み、その具体的な内容 
 

≪他部会と連携しよう！≫ 
○誘客部会：売り込み、ＰＲ意識 

○空家部会：空家利用の協力確認 

○景観部会：店舗外観・全体の統一感 

      屋号の店名復活 

○景観・空家部会：ゾーニング意識 

≪周知≫ 
○事業に対する地域の方の意見を聞く 

≪憩いの場≫ 
○ふらっと立ち寄れるお店 

○メインストリート沿いの食べ物屋(ランチ) 

○木ノ芽に続くカフェ、憩いの場 

○オープンカフェ 

○店頭の休憩所(間伐材を利用したベンチ等) 

≪町民・お客さんが
利用≫ 

○現在ある各店舗⇒住

民も観光客も入りや

すい・利用しやすいお

店にする 

○住民と訪問客が交わ

れる場所をつくる 

≪既存店舗の応援≫ 
○既存店舗の連携、パワ

ーアップ 

○日曜日もお店を開け

る 

≪多店舗連携≫ 
○食べる・飲むが連携したサービス提供 

○造り酒屋と旅館・料理屋の連携 

○食べ物のコラボ（そば、茶飯等） 

○食と展示のコラボ 

○古民家でおもてなし 

○共同で商品開発 

≪多機能店舗≫ 
○各店舗に他の機能を＋α 

○多機能型の店舗づくり（食べる、買う、泊まる、展示 等） 

≪その他≫ 
○町内他地区との連携 

（田倉の農、河野の漁、南条の工芸、湯尾と

のつながり） 

○空き家を利用したモデル住宅をつくる 

≪マップづくり≫ 
○店舗マップの作成 

○住民へのアンケート 

「お気に入りのポイント ベスト１０」 

⇒マップに反映する 

≪看板づくり≫ 
○ご案内処の看板 

（「タッピー」入りのラミネート板で） 

○「お気軽に声をお掛けください」の看板 

≪体験≫ 
○そば打ちの指導 

 

≪ベンチづくり≫ 
○誰でも一服できるベンチを設置する 

○テーブルや椅子を古い建物の前に置く 

≪商品開発≫ 
○まちあるきにテイクアウトできる商品開発 

⇒町民向けチラシの作成 

○Ｂ級グルメの開発 

≪イベントの仕掛け≫ 
○「食」系のお店から持ち寄って食事会 

（バーベキューなど） 

≪展示≫ 
○ギャラリー、販売

にこだわらない

作品展示 

≪体験≫ 
○街道に体験型の施設

をつくる（そば、つ

るし柿等の利用） 

≪商品開発≫ 
○宿場料理を造る（箱膳） 

○歴史的な商品・サービスの復

活（歴史部会との連携） 
≪具体店舗≫ 

○Ｄ５１の駅前移設 

○エフエフを利用し

た鉄道ギャラリー

（街道ロマンで鉄

道展示） 

○昭和会館の活用 

≪仕事場≫ 
○新規移住者の仕

事場も兼ねた新

規店舗 

◆部会間の連携が重要！（特に、誘客部会） 

◆今庄宿の生活文化に根ざしていること

が重要 

◆体験型・滞在型の施設が少ない 

◆展示・ギャラリーもほしい 

◆点（店舗）をつないでサービスを提供 

◆コミュニティプラザも必要 

 

とにかく、成功事例をつくる！ 

≪新企画≫ 
○朝市、夕市の開催 

○まちなか市場の開

催 
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【今庄宿ＰＪ】第２回全体会・歴史部会とりまとめ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

今庄宿プロジェクトで絶対に実践したい取り組み、その具体的な内容 
 

≪古地図をつくる≫ 

【江戸末期】と【昭和初期】･･･まちの形が概ね出来上がった頃 

町民への呼び掛け 古地図の作成 古い写真を集める 

≪今庄歳時記、年中行事の一覧表作成≫ ≪羽根曾踊りの普及拡大≫ 

≪空家を利用した歴史民俗資料館≫ 

○歴史研究・活動の拠点づくり 

≪歴史看板の作り直し≫ 

○既存の看板 

○新たに掘り起こした歴史資源 

来年度に向けて、自分たちが楽しみながら、 

今年度中に取り組んでみたいこと、その具体的な内容 
 

◆古地図作成に向けての資料集め 

各部会へ提供 

旧役場 

田中和吉氏により拡幅 

明治 29 年ころ 

赤田丸衛門の家 
（明治 29年ころ） 
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【今庄宿ＰＪ】第２回全体会・誘客部会とりまとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

春 

かたくり・菜の花・山菜・登山 

夏 

はすまつり・ホタル 

秋 

新そば・新酒・登山・ジビエ 

冬 

新酒・雪・スキー 

今年度中に取り組みたい 

 アーティスト×空き家×フリマ  

・今庄に興味のあるアーティストを対象 

・空き家を活用し、フリーマーケットをし
たい 

・まずはアクションを起こす 

・参加した人がお店を出したい・住みたい
ということにつなげたい 

今年度中に取り組みたい 

集客の資源“そば”の可能性を広げる 

・若者を対象 

・坂のある地形を活かし、流し“そば”を行いたい 

今年度中に取り組みたい 

街道浪漫の付加価値 

・集客機会として定着した街道浪漫 

・今庄らしさがより感じられるよう付加価値
を設けたい 

今庄と言えば“そば” 

・そば好きを対象 

・時期は新そばの時期 

・そば打ち体験（段取りも） 

・そばの食事処をふやす 

“雪”で楽しむ 

・県内外の子どもたち・家族を対象 

・楽しみながら雪を活用したい 

・雪合戦をしたい（新しい工夫も考える） 

“アート”の場とする 

・画家、詩人、作家などで今庄に興味のあ
る人を対象 

・興味を持つアーティスト・参加者はいる 

・ゲストハウスを設け、宿泊をしてもらう 

・今庄に住んでもらい、コミュニティが生
まれ、お店に繋がると良い 

今庄と言えば“酒” 

・酒好きを対象 

・時期は新酒の時期である秋～冬にかけて 

・酒蔵の見学会・体験・試飲・お酒の飲み歩き 

・空き店舗を利用して日本酒のショットバーをつくる 

・きき酒 

・日野川でのバーベキュー ・山登り 

・カタクリの花の散策 

１年を通して 

“鉄道”を活かす 

・鉄道ファンを対象に、四季を通して来てもらう 

・D51 を今庄駅構内へ移設、D51 や給水塔を魅せる 

・ターンテーブルの復元 

来訪者には必需品 

・ベンチ（腰を降ろすところ 100～300ｍ間隔） 

・トイレ 

今庄を紹介しよう 

・ガイドマップ（食べ物・人・歴史編） 

・路地散策の冊子をつくりたい（町家等に
おいてもらう） 

・コースメニューを設定する 

・観光案内所 

・お土産の売り場・新商品 

・今庄に伝わる体験（つるし柿・食べ物・わ
ら編み等） 

・お寺での座禅 

・旬・四季ごとのイベント 

・まちの散策（すし巡り等） 

・宿泊体験 

・体験したことをＰＲしてもらう 

・今庄の体験を通してファンになってもらい
たい 
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【今庄宿ＰＪ】第２回全体会・空家対策部会とりまとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最初の１歩 プロジェクト 

・街道浪漫の時に、
テントではなく
て、空き家を活
用してみる。 

・全部ではなく、
軒先だけでも良
い。 

 ⇒難しいが、頼むと協力してもらえるとこ
ろもあるかもしれない。 

・そうしたことが、今庄宿プロジェクトで取
り組む個々の取り組みに繋がる。 

サービス１番！ いきいきコミュニティ創造プロジェクト 

・若い夫婦が住める、今庄宿で暮らしてみたい人のモデルとなる家 

 ⇒ 住むことを提案する 

・空き家を活用しても良いし、新しく建てても良い。 

・長屋や共同駐車場など 

・景観を守ることにも繋がる。 

・上、中、下くらいにあると良い。 

・高齢者が長屋に一緒に住むことで、子育てや生きがいづくりにも寄与する。 

※柳さんのところは見晴らしが良くなったという人もいる。 

 ⇒その部分もうまく取り込んでデザインする。 

まちなかの飲み屋・ショットバープロジェクト 

・空き家を活用できるのが理想的。 

・４つの造り酒屋の銘柄が並んでいる。 

・ワンコイン(1 合 200 円＋つまみ 200 円)で飲める。 

※最初からイメージを大切にしないと、固定客のたまり場になる。 

 ⇒各々の造り酒屋の近くに幾つかあると良い。 

・白駒さんはすでにある。街道浪漫の時だけでもできると良い。 

古民家暮らし・街道暮らし情報発信プロジェクト 

・古民家に住むことが格好良いと思える意識づくり 

 ⇒自分たちのまちを良いと思えることに繋がる（住民への波及） 

 ⇒今庄宿っていいなぁという気持ちに繋がる 

 ⇒また来たい。住んでみたいなぁという気持ち、引いては移住に繋がる 

（観光客等への波及） 

・スローライフが格好良い。 

今年度に取り組んでみたいこと！ 

 

 

 

◎所有者に伝えるチラシの作成 

（貢さんの奥さんなど、地域のみなさんにも 

協力してもらう） 

 

◎所有者の意識調査 

◎所有者の細かな現状把握 

※今後、空き家になる可能性があるものも含む 

◎雪下ろし十字軍の結成 

（青年団と大学生のコラボ） 

 

婚活パーティも！？ 

自分たちが、わいわい楽しくやっていると
ころを見てもらうことが基本 


